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目、， 一 最終的には，国防論文ぉ，米国関係4，合計32(1'Ilj 

l孟怜めに d、~(:r.;'♂"  1)についてその諸特徴を検討した。その結果はこれが

J障害児の身体・運動機能の向上，情擦の陶治等の爾に ら提示する表収要約されている。第1表.表現領域用

おいて，身体・感情表現活動は極めて有効である。アメ 体，音架，演劇，美術〉と撒両容(治成指噂，測均

hヵ，イギPスにおいては，1'でに障害児の治療教育に ・評価〉にもとづいて論文を位霞づけた。

円ムープメ日ト"をとりいれて効果があげられ宅いる。一一ー第Z表.活動内容を?下位領域別に説明，分類 bたも;

降客児の治療教育，健常児との交流教育にが河迭診 の。なお，第1衰の理論面に関する論文は， 3:種類に材

!・音楽以外の新しいタイプの表現活動岩開発iY:~~:教育的 けられる。即ち，ムープぷ νト教育の概要を紹介ムたも!

治療盛を高めるごとに寄与す毛こ山本研誕紅目的磁 のく小林1979>，b. c，)，音楽療法の現状と宅質にう円

声。 て述べたもの〈林 1980)，全米演劇・舞踊学会の講演禽

本研究の構成はつぎのようになっている6すなわち， 論集，の3種類で争あ;一 一斤

障害児の表現活動，ムープメ Y ト指噂に関する内外の文(.['i81主り講演会民対1選以ゑゑ要旨を略述する。'CUNew

献の体系的な把握 (LIL)とディケア形態における陣 Plays with ;f!.ぬpiら桝dJモey!?必ぶA!ethey 

寄幼児へのムープメ γ ト導入の試行(l![，lV.)および導.'::Thèatt~~"障害者氏ょ i5ß:;障害者fとともにつ生る障害者

入要件の設定 (V)である。 のための演劇は哀の演劇 (tlj~~t~e)ノ;1;なりえ査が審問
ノ γ、~ 川、 一 九 jUM;v パミ i 麹とし，劇作りの観点から何人かの経験談が諮られた。

佐以障害児の表現活動I己関ずる丙外f:!a街、ゾ;、:ぷその結書官と:i.，で"芸術商価値を保ち theatreなものに作

〈附i:研究雰i里民ずる体系的把握 J吋、:、>J /，~ : ?)~りJあげることは可能であるとされた。 (2) 障害者が受
11こ.判ま;緑ー幼児Q湯温η妥現活動、〈音楽，古美ム、九町tlT大れやすい演劇プbγラ'込万作民時醤者が受け入れ

ム:._'7-~ -) r;"造形，京劇等，主と v:c芸術表現活動耗む川iやすい演劇プログヲムの作成法について，技術協会，大

よび身係表現活動)記関する諸研究を取唱島町ャ:その特'，'学教段，劇場技術者毛'l，τ演出家の意見が提出された。

徴を要約的に提出す7る。、、(に ヘ 日 G;>~，~:~:~質疑応答を経て.):， .3 つの方法が示唆された。①障害者の
対象とした学会等は以すが通りであ迫。.;;川 ， ，to，めに特別なプロ夫ラ子宮採用しない。②障害者個人の

通念ゐ学会:縛探教育学会，児寵券会;社溢滞祉学会'l':'::~';，y-;_〆ラエをそめ入の障害泌評価に応じてヂザ不v 宇
田，*;む理学会，ι;日涙教育心理学会， x体育学会，鬼並漏神 る。 @oウア者のため，というように障害の種類に応じ

医学会。米国関係:挙永演劇・舞踊学会j 注射ヌホ令元~~"~~~;戸ム、緋号。ピ 3) l，Is時 of drama'， ，d四 ma

関係，その他。その他大学紀委ピづ日itj;東京発芸戸 "therapy. 伊y~~o，graP1a， ~apd 出erap叫ic dr制 a。演

天学，筑波夫学J東京米学.パ福岡教育大学;広島大栄ぶUdJ測を治療法とし、て用トるこ:l:f:関する理齢的基礎，問題

北海道教育大学。幾つかの市販雑誌で~): ¥ : 川， ，.>，λ翌日f米国の現状などを3人の実践的研究者が論じてい
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第 1表表現領域，目的，対象者による分類

方法
ω γ‘桑二:丈

、 1

、 一ノ 長Jごしィ主?とE玉川トとどよる!;

治 療〈訓練!) 1 指 導 i手鋳J混主すti:刻~定三?評価
理

需要。UK11fjJよJ幼児戸当日|幼児;児童!日|論

1Jj??;LSS:??開。γ。需給74jlJ:円当初fb弘叫
身引ヶ i ノix Af!?Jj掌搬i-i j。三島 2Z詰a
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〈りズム)1 : ! 1 

l 。遠山;その他 1 : で竪，/iiJ費 l 
J(197め~ I i (1971) I 

1 ."..: 1.  i'，.へ i川ぺ 1.、 ; 0坤仰9) I i i ニiド童話お
I : :'" I 十 ~一日~山一 I : : ¥識会
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演劇|ー: ~ ; .'7. . ¥ ー し : ¥ .，-. : _.  :. = ¥ 
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二二??5222L液語講のみん一:丈
も!重曹2表活動内容の分類;1) し"九一

;::::;:::;:i益五五時点ι|一基本:i繰識を軟禁議53雛別問
トー もご三川ふ 1穴特定技能・楽しく走ること，融短縮的関減益変'(1980)

u 一体!???プケヂ?糊JZ誌協務自主鋪?林税関23t1MI
十日ぐ，.._._仏、J!?77滋夫の利用 ，f-~ル遊v'の指導，各種遊県の紹介主利用法、ァ於Ell(1~79)窒橋 (W;:9) ， ' 

1IJ7二刀で竺ア平均一わせた身体表現〉:4話ふム1津淑智惣?〉義隷票z完怨t?宍???fγ?定干?干一宇
?寸ナ?犬:;J心Tきぷ七j;4;jLrぞけ?ιιι三ググ!jff開fr庁ijt汗??ヤヤ??干竹?町γ?えヤγγ一一、ご三ヤ?門川i?γ?門山!マ一一一一rηm川川一ラ乃刊叩子バ叫一には一よ一f?ヤ一一一一?一一一ぺ糊?で嚇導?で::灘:

トη川ωよ口泊τ泊1) 10ι一 「れ予符P仰他 念鍔群雪伊;F主玲奇議完詐戸拷警甥警競詰(議i鵠喜銭義去最強t25T，鵠~下何時分配河野

ニバfOZL戸;¥:術沿岸?72易保ト取25R14比二絹子属候間性でボト市¥
!コ己 主 j(1C:ぷ l示演劇;演劇指導肖各児何役割と集団住一一土橋(1979)二 'l':C:I.. '，'~ 五九〉ヒシヘ'，:( ':.c!_ 
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星他:障害児の表現活動〈ム〔万戸、νf)'c)開発に関する研究

第 3表バ対象児(者〉の障害.領域別の効果に告し>::t .，;:.~-;、 ¥ιλ1，-'弓， ，、“，泊、、、~一、"， ./ 
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、、注1.。印効果あり。(ただl...報告中で発達したとふね下ているもの)，. γ、

2 特定機健の測定'!.尺度作成を目的とする文献は省持。、，

山下(1979). 三島そが他(1976a~b)ι夫羽(1979)，持沢，宍戸(1980). 、話蔑(i9，6'. l))-
3. a 一般の精薄児の項目には;.-~.ウy症J軽・中皮の精薄，て戸しかJじを含む4 い
L 特殊文は重複陣容には，一重度精薄，自閉症〈的)~脳性マヒ，身障を含むる\、

4.効果の有無主測定法の記号 A効果には特にふれない， 日 ¥心会

(::;:;，);-:. ;:~~テスト，領域別許佃尺度，の刺用
②特定の技能，行動的変化，目標達成 J

f :; ~ 、c.c主観的評価バ ー".:¥ι 
. 5.人数の収集"は，、集団指導で人数不明。 勺 人、 、

る。 1人は，震度障害児へのアプローチを例としつつ障

害児の治療を目的と ιた1'.ラマはrついてその教訓を述べ

ている。 2入自民身体的に慮待をうけている思春期の

児童に対する入間主義的実存主義的心理劇の効用を説明

する。最後は，芸術療法としての演劇療法の目標が患者

の人格や行動め具体的な変化にあることを述べつつ，そ

の特徴を遊戯療法，心理劇との比較からとりだL;てい

る。 (4主Crea:tive'Drama 'with the Senior Adult.for 
the: Beginning Practio臨む 老人を対象とした創作ド

ラマの作成法主その過程中に生じる様々な問題に対する

対処法を5人の専門家が報告、Lている。老人の豊富な人

生経験的生かJじ方，老人の多ミが古っτいる身体的機能

l的障害刊の対応，反応の特異性などがあげられ品。

第3表はft対象者の陣容JJU.活動領域別に指導〈治療，

表現主の効果の有・無を表示じたものである。測定法に

ついてもふれている。

7最後にρ担U度夜尺度構成を目的と Jじた研究よf泊えられ

た精薄児の特徴についてまとめてみた。 (T)尚7f(1979)

二iずウド症児め運動機能は，ほぽ中度の精部児のそれと

発逮上類似ふ ~pち;. 12;.:13歳でピークに迷 Ló'~ ぜその後，、

停滞ないじ不降事る。ぺ(2:)三身~の他(197.9'a) :姿勢の

安定度K関ιごてム静的安定度は精薄児が，一動的安定度は

健常児がすぐれていたc(悶rtl;，'aで〉。、文，、全身運動tで

は，入背筋力，心脚筋力tで精蒋児がすぐれていたが，上体吊

ら七，垂直とび. 25知人走巧は、差がなかづだ。 (3)三島

その他 (1979b'): (2トの相関的労析J健常究主締蒋児

:ef~; 相闘の有意性にうい:"C?_( タ'::':-'.Y.が異な φた。(，0

突羽(1977)ふ F政Y症児の運動機能(31項目)，、模倣機能

(9項目みにつ於て測定ι，.尺度を作成，雷語発達去の

相関をとラた。その結果よ哩次め指導方針訴えられlた。

①意欲を高め「動作模倣を促じズz発戸宇総合行動をv:
き出すと止!;..... o'，'(②発語は3語(の理解↓発声模倣，手壬l..n:運

動峨能の発達によっ7で促進1される。 (5)斎藤(1976:a)"，

歌唱分析と:>>_ズる表現カpテ‘スキの結果より;1精蒋児の)J

ズム特性を発見した。1①知的障害が低い程.-般民，.!).;(

J"表現力がある。ド@τ%か'ん児は得点が商い。文" '?fゥ

y児ほ;Y:.ÿてみに合わせて体在動か噴?の日目好きである。~@

定の事実;ぷ得点と総~:J)ズ t得点に相関があ~.?-'..@，歌う
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〈擬態語〉ことの方が，打つ，吹くより好き。その他。 二CO'I'):;での理論と臨床に加先.岩手習障害研究'O)知覚ー

.者主体兵して工客観的存可定，評価Fそ灼?も迂づいて…-J11動浮論1〈hteptu討-mo吋:，the"o的派り流:存を背景

作印比率的穴ログラ込による系統的指導とい令制 'i~F! 引が明党統合理論を明刷出した。
約な研究の必要が感じられた41 ? 一六 一日; 1 バ在三ろで学習障害め研究は._"7メPカでは.'1940年'i
};&r尚道児ふニブメーン i尚孝!こ出する外c自〆L' に:Shaussど，'cWerne山占ってその基礎が固め百科

川 】 ，;r;.:k : i:j ・ [¥ • ，j、 l'l け ♂ t:
f 
:~ø，ljJf究主治療教育の流れは，ほぽ三つに分けられ

け :lt献，17.)解析 i ι!"i ~i、，'.' 川
た。その最も大きな流れが. Cruic~.~l1叫に K~phart. 、

， (海運誌陣逗をむる免、宣応対じど議紹子ιるSCキJνをo5l-:-('G~thi~hPFrJftig， (!Äyie~:らの知覚ム注減発過去重視4
~せ凶tためのアプ戸?子なiぷ世iえもi ;.手測的!が f る立場で(Jその治療教育的'示ヂローヂi払戸、プ長h艮
14 、発迷が未熟段階にいる児~:eあればある程，その7.-) ~闘が重要な位置づけと1崎向。:\他、の軌!主.言語理論
:プロ戸、ずのめざ士課題ば，感.~ナ淫卸的雰紫乞包含じ今コ!派FFわ1ゆ Hirsh，】 E比〈WFlFbFsh??持ょP。持経
:ものであり.;...~戸プメヅト展開がヰ吟t なるb 今日，陣 心理学理論年いわれる F部~m~~~~~， .M.ack~~~~; -~irch~ 
害児の治療教育の靖之;新た}とムポプ主C)ト指導が注目 ç，~ements らTあ一つた@ へρ久川、¥l ¥.、い山、

i冶され川bはま叫じωめて晴来だ削M治訴，~. 宅拘の糠を巡酔λる吋-兵即bばご':i， 教糊背へ ! ム仕切， 人聞の発達ü'~ 常以崎大法王ゆから域
内F置ヂlt苦吟吋ぬれFャ;ぅUH}Il:; L F婦王子へ"よ?下位の部分情処:脳鈴:伊キ丹
J:ファシリミテーショ:'-;:1テ合エ;G::~申台頭とムーブ の部分〈皮質〉へと進む。従って，、がりに掠脳的で下'{l4:

! ';~ .~シト展開，-: ~ ? I j ('! ，::'c 日dt〉中枢である脳幹や，そり燃幹烹月芳±空fypf戸主Ti
!J塁cþ~~~i~g~_Ó.n\J~c~~Ò，I!:~ M:令、明dsiGJeselllわり神聖堂 蝕量t，¥前庭党，固有感覚等の感覚に障害のある揚合，り

生理学者は，かねてから中根性障害は筋力低不のためにM、将勾より上位の中枢機能だけに働きがけ宅:古効果な少な

運動機能が障害を受けるのでなく，中招待経系の告 19~日\;~~t.バ脳幹部め機能障害骨改普すると士占'.結果的に
いロ石8J>. 守、 !:..d3'((ι 六'九!穴，(G:(:!:):;~~;~ '，CCf_-，)、口。、一、 p 円、$;，1.ム“

ノレでの機能障害に幽する号、寺開問、何時多::.よ帥酢争る蹴捺解明め!期障害聖克摩するこ

ひ等中沼性障害児に対する指導が?;?;，:'?;~~ .~コ'5;::(:官 β;(，!:':)川と尽な2与とL，t，:。従つ:τ'.;エ7:::!5，f)感覚統合治療の目

テグエ γ ク〈促進法〉と呼ばれる方法で取り組まれるなμ 的は，、脳幹部に焦l.i.'をあrて't';'，，1:;c'こに強者関連ιた触覚

うになったきっかけとなったわけである泳!?斗白戸支与以がj激;(ぬdJef与timulation).前庭機能刺激 (v，自助ular
州話込~1 1，:57' ~之、日ごょ片山).，:tヘー

プメ γ ト・セラピーは，神経生理学的基盤のよに立った s~i;m).t_l~tiQn)ρ 固有感覚刺激 (propri oceptor stim 

「ファシリテーシ豆 Y ・テクユック」として統合される ulation;すそ字主主神経学的機能障議を治療守るのであ

推移にある主hえまう。壬の創始者むJ いて必到J.itば長 るよく¥、工不も ‘\‘ハー.~.，六、 ，，， '人 I .， ，:3-

K検時，:fiot:enti~9，";，RoØ:ç1な:è'YAl，.JるずE!abat)は"運 /、突際め取1り組みにiおわては.'触覚刺激はお初主ば;;'(乾

動発現走促進さ壮るためにじ固痛感覚入力在利用J，f~' 1; ~>;，た手甑〈、、'p布正プラシな】ど把皮膚を立女るとI{，'叶ま

めた濃初の人まあ且;ーセラピt7:v?:A.--fプ且 γ トは，λ局所

的なムゥTぇ ν ドだ句けL力、な :-.x， ~:;.rかちだ全体力I~l?~り対角

線的，〈ら:せん的ム、ー~7""、-，' i' '，'>)i;k切などとーをのベfた。J

f.jg:ç~~t_it}<?，~は脳性まひ治療に〈ふ〈金古 γμ(:6 11-\指耳~:'"積極

的民取担入れ，九特に姿勢反射に伴ち感覚刺激の]j;要性老

述得た。。モtじて且由dは表在受容器に対するif，';至E止シ1

I:?，，~.::::，よ畳知覚刺激によるーム弓プーベシド指導者強楓じた与

"A;y~'由は;\'..最近，コ障害児円ム~，7':メシ h指導主は最も

注目、される研究者めでえだある以彼女のフ;of:1?:チ芳成日〉

2ミれま芳の諸理論z再統合、ι 、〈特に24tぅ~opd 之主Bøbath

の理論22IXd「}符主_%';:民指導の原理を;，1感覚統;合理論

、(Se~sp" y;， ijlfeg，aμ。a、theorのにおき;ミ実践め中で多

3淑 Aこ、ιである。三の刺激成、他の感覚様式における知

覚を強化TZ，のに役立ゥたり己筋の収縮宅緊張戸主島に

は，守銭体路にあ促進効果を長;t:z，ために有効Tであ?o>d，前

庭党刺激は，りよノモッ:Ino寝7)t~，た~，;口座らJ詑たiり JよとZ

揺』動がすふじ2..-:~;ノレ，;.，:<(返品ぜトJ・げ求刑りの上に乗

せ官民色タな方向は揺らせた叩!ci，Z;tl.(さー劣ーポ7'、"での

刺激などJであ君。、=の前庭覚刺激lj:，~他の感党刺激を統

フでιたり，調整したJりする役割を持tつだけだなふ一正常

な姿勢反射や平衡反応を獲得す，る重要主役割lを果してい

る。困有感覚刺激は;.7.-}I，;で訴ムポ7.1-:にあおむ付与告5

9ぶせに綴"J:，;がちだを何ち点、の形で緊張持続さ世t:.;，，~.

物にぶらさがったり，文は物走ひ沿ば百た舟a:る動きの

正の効果をあげ宅ぬる足、正、こだ.-.，先i:'.Jðy:re~Kよるム 中からの刺激である。 持一、"-__、
。、~":- r 円、《了一、

マプメ，%h，指導の概要I:?~，宅簡単眼紹介、b'でみま:';." ， ;， ，3，;教育止してのムrヴメシポ:;'(7，ロス手ィぷ占有理聡

-:02.ぷエ7;;":((理輪!こよ墨ム持プメン b指導の概要、" Cぶ:ヘ申概要〉下 、 ~、工アr :'~己 む!

(' 1\y，e引:~S 神経学，，，::.:棟経生理学的知識，買に作業療法 二 F，rþstig、は..;'米国においτ1~，(0:年K〈仁Movem叩ヒ
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星他:障害児め表現活動 E長~.~~7;;XV:'i191_ìの開発に関する研究

Educati側、Theory，aIld': I'l(actii:eJ:'(邦訳ドf918年〉治

樹版<t，民新たな教育法草明ら弘F3 じたψ ， r身体は{j~さお

な人はどらう宅も重要事所有物ごであり.":，'l}がも，二感情身動

きを最も直接的に表現できるものをあるヨとする考え円

もとに，特に情緒障害児や学習障害児を対象底抗ム令プ

メγ ト教宥を行った。主の成果が認め昂れr.，r(f前教科学

習くPre-academic¥S.kil1)J:..獲得のため切教育伝巴史弘、

きか九に各地主取引火れられ毛止方Kなちた。3 ニ誌記~~>

この教育のねら的は;7障害児は;"(，健常児に比谷f0Aや

筑〆9，訴の経験は極めτ;;iじ仏J1f乏のととがJ_i-'感覚冷知

覚の発達，更には，自己の動きや表現ら概念形成以往会

性等の発逮民夫告な告書づ主の原因となろ:CVfQ~::、主制i

放に，彼ら自身の自己の身体を動拠宇之と。にま。Lt);..晶<;
いは動かしてやることによ、り，ン感覚A 運動訴事，，，，($"時

sory-motor Skill);の習得と=身体意識 (BOdÍ'~Aware

n時めめ形成を図り私がも心理的諸機能在高め比t究極的

に子どもの健康と幸福感の達成をねら同記す志おや君品

のである。.¥.、。ーパ;， ~:. j トよじG~l ;(.小、?'::-(明)"~~r.~，:; 
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党運動スキルも，身体意識スキル〈身体像，身体図式

身体概念を吉台):も，へ時間・空間明因果関係の意識永キ

ji>.も発達する宮以今、土とJ.::なるól.~是也て究極的院は高次

認知機能の発達に通ずるこ主にな:::i;:~ま弘、ib，";:;ずぷ~
ト教育は，治療教育的役割も果す。これたより武士見リ

&i'をはぷ 197O年頃よiり以降o-t圃閉症児ぷ精神薄弱児台、脳

性まひ児等応対じ宅喝さ臨んによ~~ズメ，~:h教育が導

入され始め，その有効性lj~報告さね培うあるら 1引 E 坪 1，

4，ユーリズミーとムープメント・セラe'"号;紅白j叫

交番業的響善命者，主音楽の間隔を，視覚的陪表現す者ム

『ザメ以訟の芸術?をおる2L2'9来事村(Eilr.ythOii;)ほ"

ぷ二一歩手~';:y ト治セ王宮』のH守-r:ある ò~ 1912年tR.~s;t仕r-
剖ri.e:むr:

価値，教育的な適用，そして心理生理学的理論の点で他

の芸術主は異な括支;l，.~るよ乙め民で刊9~;(ミーはよ心のカ

を鼓舞字率粗大運動再斗プメ :.n.の一方法であ布告。い

ろいろな.:;r.:...!.9 ，Þ<'(~ 主誠治ず係改ドは;.]\芭まぎまな治療

的効果を持起で灯、るJユの些説書潟、忠世を教育実践的方

法去ιで具体化1.(1まの泌 Pal<it6:担宅量611ρ彼は，J且沿

日ズミ νJ、且 c際~だがv、音楽とe身体ム~~デ沈下~ ，r;壱速

器必花教育方法王U宅J1障害児等め教育にも近年山浸透

邑つうお宮~i-'7.~jV，カ tは，ベ主仇，~ti!t:i場官、ド君事タ?とi

いっている。障害児のふ"，';(労シ巨指導の申rでまの:!1" 

元手川め果す:役割は犬きしち。，:~ .j ;"山手刀 7!;';~';. :'~三 (8) 

ところで，アメり丸はお砂<;障害児のぷH究員改恥指

導のうち，特に大きな組織をもって機能tι泥V.¥';Qのが，

;f;/スセラピ官学会tあるよ事たたる諒，7:)<:字、正教宥やこ

担凶宅"寄れを特民精神薄弱児kt適用しZいるも'のは最

近，話~tJ.唖研究物扱多叫 J古老いfる >>~p 芯叩 5年聞でEIR

在';C (Edu.éátioh剖'R言、:seaÏ'ch~.Inlordiatión Center)に
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いる。 ，，".j: ~口弘二〈、:せ(-;'{1 :-';与-，三 c;、{~)

月月号128詩持訟判:治下i古車雪崩!、にら
試み

設
点
M
h

y
r
a
に

表

λ
弘

法

、
i
生

ヴ
脚
料
代

ム
d

び

!

部

ャ

ト
A
F

般
世

に
f

ぉ
、
幼

仰
い
槻

1

幣
;

ひ
J

の

護

の
日
そ

¥
J
義、、

ス
山
什

'
'
r
h
塚
，

3

1
3
L
r
字
苓
り
・

グ

ユ

入

，

属

児

児

斗

噂

附

、

幼
J

に
お
、
一

γ
象

の
川
的
「

J
京
!

蹴
一
一
で
よ
嚇
一
九

1
1
対

部

を

す

rほ

一

表

神
育
察
、
衣
:
。

精
教
考
み
戒
日
る
う
第

療

守

札

3
Aあ
4 (ト}

明|時間|性|時間FFEll-同
N<.T ;1:49，;-;，4， 23，1削除虫lF割，叫基早い，'7<"" 

Y 託料iμ同1'6:'2'1"53ト¥" "，-" 1脳艇が

T，S 14ib利引いI五1.，'勿刈?WJf
I.N， 49，11.22¥女 ¥6:0 ¥ ;古Rh為的|ダゥy

lIW|;紛争19F努 \5:101~t品|叫ふ1 e;Y 1.沙
堅.~-~.月q・31 男 |5:s!?割、海:{417究γ

一、 ー 晶屯、

浪芸:ー，うきメeSシドを毎日の生活の中日導A世るはは;-L号、ε
もに興味・関心を持たせ意欲をか且た:Z:-Q~ 主 7)") でさFな

け札ばならrないばまたぶ特定の指導者だはだ怠お，母ど

もの指導にかかわるもの全員が，?お~:'7:気鋭事のね色町、

を世主i理解しβ指導TできなはればなちなおJ7従:~ていそ

の.:rね G~'J:'iI'ò主ぴJ指導内容j.'-~寺出検討 ιふ二れ民
準じで施行するミとi!:じた玉沢、い(.!i:{ .，I~î~~::，1.升 (ら}

dtJ 揺れ"，，"'7，;<γ ド導Ã由拍車t:~'('-;， ，;: ，':~':i ('iυヲマ (:J) 

ω 自分のからだが，いろいろ\~":動都世畠 E古を奈Jと

もにわかちせ，動くるとの楽1;吉在味あゐせ君。止なお，

M弔い:;日動かすとはル:11室ト手首:!'¥足首車は、巳め，璃・

ひじ・腰・膝など，誰もが生活の中で常に使お宝れる器

関節を，可能な範闘で屈伸・回旋・捻転等をさ嘘，さら

保全身者侠":;;:-C，走6たり，;"と!んだ.';:r;_¥回転 eたり喋る

さと句そある。 ι :;';' :: ，:~-~.J コ~.;c、ニ '-;;st汽沿
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らを自分から使って楽しめるように:t"=<;~ハ r

(3) 身体諸活動を通して.'初歩的な体力，技能の向上

をはかり，同時にリズム惑を義弘

2:指導内容~ 二 三丘 、大

(1)に初歩的な動きを身につけさせ畠むの ¥ 

@首の運動②手首の運動:@，足首の運動λ@肩の運動

@膝の運動乙@腰の運動.:@腕の運動点@脚の運動。@

りト之Jッタ;@いろいるな歩き @ドろhろな走りコ@
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②「とびおMm指導的容 山

有J膝の.!Yズリカルな曲げ伸ば1.-. ロ.ひざカ叶イえi
y、r鳴のおLげ.り".:，.'='.:.--かえるとぴ，ホ，省とび， .--:-，ぶ

モラV1ポリ γ民ト;望書のl'に手をやりおろτ':-t!肩
支持回転.. ~ ;両手を持っておろす，ヌ.片手を持つで

おろ、す;ノレJ員百に正沙おり這o 勺1 ン { 

3 ;'指導止φ{留意事調 i 、 ; 只 γi  

(1)個々の運動に，吟?f!令タγ;パ!.I:':/:を使用じたり

ズ戸幽聖活容すJる。ぃ (ιf い " 、.;;:ノL

(2) リズムは，まず守どもたちの知っているもの

やドそE ど tの持.-?.1，;1t、~(!)，ズ本氏合昔主やり.、徐々に新

L-~、りばムを加え畠.:、::: ::，:\~~，七:イ

(紛試技は.，'動作在宋~~<計晩どっ丈りとやり， ιか

官.，'できる限り正確に行なうC;?--:.~(.l 乙、'

'(4) 補助は確実に行なli~;t:決 ιz失敗をさせてはいけ

なし、かっ4ま!J.d成功感を味あお性るうことが必要?であるら、

(5) 各種遊具，用具の安全量点検する。、

(B) 子どもの障害の実態色.'3J是の自の必身両面の健康

状態を適確K把題歌る。、〆 Jぃパ λ::'ic い仁、fit

.(1)ぺ常広子E串，，'同じ活動をする 0" (~ 

・{ω 指導順序はう六定7でな〈，i時4変化を凸吋定やり.

期待感を持たま主;;，';):，うに~墨。、、円!

<..~; :4 評、;':'価対込・ ;.:..i' ，;，.-:，'， i- 勺、:、t::~~. . '1.. 

ι指滋の修Tt足た時点芳ト計画ιた三とがどれだけ具体

化され身についているかの評価はもちろん行なうが.'指

君事中に習得じた技能が遊v'の場面や.，他の日常生活、刀

面， f換言者れば.:時間企場所の変ったlとJミろでめどれだ

防活用され古いる品を確認Lた時点丸、真の評価が可能

?である。この評価に止。て，、次ぬ指導の手がかりと vて

いfことが重要:苦ある。 ι 、 手、ー、 よ:': '，' :.~， '.，.~ 

< 5.指導効果J れ い~ ー ーコ己

、(1){;l;;~ろhろな運動を符な二ったことKまる効果 v 、

①足腰がの-a~亡星電勢が良三な合宅ぎた川、 uρ

②転ぶことが少なえなり，、たとえ転倒ι主古顔をfった

り，'.'Qざを示品亡.d;O，な支lな。てきた 、:、 、
@部屋の申まり外てでの活動を好む事うにな 1):.活動範臨

が広がっ，むきた マム

@模倣宇右ことによりゅ他木町筋きに関心が向<ように

な1;).， ，同時に，二集中力が出fできた0_.:、

⑤身辺処理の能力が増 ιてきた~，; :::' :_ ~> 

'O{包)i，バ「とびおりJ:指導による効果〈 〆 f('J(，!; 山

①あ島、検る遊具索用具民対じ，関心を持もよ使用を試み

るようにな》たる

②遊びの質の向上が見られるようになった。

③階段の昇り降iりの恐怖惑がな正なιり，冒険心が目覚

め;0学校中を歩きまわるようにな、った。ー 勺、、

(， ~w 障害児に対する、ムごぜ主シゆ効崇(2;'(1~~;.(
〆)-;(，;.' :J-/ !j;':~':，.J勺， ，、 i

関まる基礎的実験 ~ '_"' --"" 
¥こ，、、，ぐ、.f.之、

，，1，;目的、，、 • :'h ， に、 I

，障害児保育，、交流保育にム行事プメ Y}-，''-:.'，ド号7，，"適用

した教育的治療性を商品るためι号の基礎的な資料を得

ることを目的と Lて実験をおこな;ヴたが 日)

2.方法マ ふれ，...:;) • "':"() ..，: i ;.;_~: 

(1)対象社会事業夫学附属号どむ学園，、幼児F タグス12=

名を対象と ιた6このうちJ検査拒否や欠席φ安い忠の

4名を除Mた志のが第5表'"ある町一江 〆ザ:下 品

(2)実験手続きに 3 ・ぺににでームゐ一三)::l! --.!_ 

、①身体運動発逮."言語刺激に武器身体表現能力を検査

す志項目おまd評備基準を定め測定評価寒を作成すZ。

，'， <!:吾被験児ひとりひとりにでついてF身体運動能力テ"

ト;<1言語理解カ呪ストを行い.'項目ごとの能力を記録i'13'
る。し ν ，:'， " 日rι日比芯

lλ③ムープメシト指導30分， モの前後I，C:1く回づ'?，f;，'きさ更

-'E:体操」を施行する。l(コー F体操除ベア穴定の音楽f_O

合せ主身体を規定通り動かす体操であ~i'}.日ム竺でずぷ以上、

の自由な表現と対照的な運動とじてと~;あげだ止 iE長0'

使用したのは「鳩ぽっぽ体燥U:.(，5;会)::官事;;，よ..，6名:育

つの2i/.ル守グにわけそれぞれ且団施行ιた鉱:-:"、

':，@ムーアメ，'é'"おまびν ;;j:.~: r~体操施行後h各被験鬼

にぜさきの身体運動能力テスJト，言語理解能力テストを
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J 、身体運動能力テスト，言語理解能力安九トにつ1;;:-(;

各検査の下位項目ごとに合格，不合格，あるいは 0"，，:3

点の評価を記入L.;~，合格は1点とι:主総得点を算出す

る J~つぎに奇抜験児モれぞれの孟-"'1'X ，^}導入前内

検査得点〆 (þre)!'，と導入後め得点;，(pp~t) を比較'じた。ま
た，、じ三;t， ...:..~r体操は;:';.:8'*~..};の運動の繰返'l>:t:構成さ

れtてお.~.、各パrーふを O点~2嵐の3段階評価にまり総

点を出す。実験初国主実験最終回を比較す事成、被験児

によっで若干施行日数はことなっている。 ザろ

げ以LEぬ評価はρ実験者2名ないじ Z名町VTR分析出

観察記録評価京の平均値を主る亡志色じた。と旬結果を

図示じたものが第2 図Tある。':_.:~ ，:: i : ，-:，一"，__，

(0)身体運動能力 ';， :'今、 九 Lγ 、、町、''';:~

第2図でみるように，個人の能力差涜明らかであるぶ

肥満気味で日常転倒しゃ.T~，'-F;. HV:(第5表示は，他の

さPたあと比点目立って劣fbてし3るo.pr.e待点ぶR&$f!得

点を比較するま，大得京円高治2名川(KιIC，，u;'Kつ!は

ppst:がよ正昇してぷる、カi¥.他の 4名は逆it'f降する得点に

なちて(J;'j.昂二:、もかl..;ち項目別に検討ιてみると，たLとiえ

ばlもっ正も差の夫きV，N:K は，腕外国 L;:'~腕前回じ泌

ン、

，第2図 :4正予久ト月2得点[;'(.む
(;.:~; ('~; ぐジ ):-;総点
話pre、ムー」身体運動.85点

J ①おst'い与ぷ宮語・イメ戸ムジ 62.点
。、ヘ -i :.;;.:.:: ~.~; ('干??V-2 弓ド体操，'~ !~~事、
SQc.'， l : !コ"!' 1， ，、 lょ lρ:L.:，，:，;1 、J

ibiaJ15， k hiペ?:
回・ 5 

KWILt寸λ 、i: . .，:: j 'i 
よ 22A444J??Jr

川、、L、、日仁、)~?J:?、工中山 ")IL.: .. iト iι 、
i

丹子....，、 ! 円 σ

一一

J?匹肝ζC点山:石e仁舟Iq袷8:::ιノJ、¥、 I早瓜-.::，.J肝N

閑捻経など;'P目時点で出来¥ているのは、抑社時点ぜ本

能民桜器なε"能力そのものiJiJ:l他町要因に左右され:て

ドる亡とが明唱がであ窓ρ検査時に他の三とに気が散当

たり，他の子にひきづられてふざけたりす;'.Q喝のが多治

のである。~'-~，'は亡、山 Z
T I l d ご

(3)'雷語刺戟f:'iJ;事身体表現折、 に--: ，，(;>，'~':.，.ヘ 11:i.

ι言語理解力07，両市~'i;C 教示は動作をι もなわ:r，言語の

みの刺軌を与えT主役験児K表現させる⑮検釜内容fii!i分

野が必なる。予すなわち，三@身体各部者指さ lじきせ':1，:身体

部位の菅語理解をみるι②位置関係.~指示芭せ主空間認
知に関fる君語理解を再~Wt@感情表現院関する雷語理

解と iその表現力をみるため，演情老年当主昆せる~，y③動件
をjj5す菅語を提示心て行動さtせ宅そめ理解力をみるc.@

「“象吋ZなってごらんJ などの課題を与'X_， ィ Zt.....，~に

!よる表現カをみ;oこ~とて'ある。り二 .. ¥ >.; "入て牟，.1.(1) 

!ミヨぎに示宇1i位項l目は成功率が低かった、もの?である京

成功率入:~:O:%_;';→手首.'，，，足首"恐がっ xv'、る顔与お母さ

λιO ~J~' ~入つ
" 
=. "、口代、昔。χ
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:ヘ戸日本総合愛育研究所紀要~:，;，'"治第17集、われ !';川

成功率 8.3%一一あご，胸，かかと.身体を縮める，ポ つれ着用段階ですでに子どもの身体の動きが坐き生:さと

IN.K.IF.H.IK.M.IK.K.IO・K.IY.K.IN .A.IT. 1 . が一定の流れにそって繰返し行われるため，学習も比較

得点 139.01 22.01 11. 01 5な0同9'.01 ;36~51'43【;砕5Ö:5 的容易'"あ<，I).r~習得した満足感も大き叫 tιか ι，ある

I..Q，、l下81 L7L I .87 I 88 I .155 I 58. I 87 I 55 段階ね遣する主その体操は機械的情性的主動き告なりょ:、
))，(;6 '\.~，，: ".̂，'i下r一一一一 υ-，q G 

，~tõ フ仁メ民h導i正前後の得点を比較すると，得点の上 意識的に身体を動がオ之主Lさ完失われ宅、ιJま~?c.:，三机日

5平色従も!の:t名J同法のもの 1名，逆に下降したもの6

名官あるdムーグメ Y ト導入主かかめり

の恋人の我態，七ま~;(評題意識，モろ
有無市こか五4つつ5をいるとし、ぇ止ぅ。，払お

ν向ι:持連解対Jトぷ説くれ
者 1名氏なる宅橡査では緊張ιて望書締L

b能力か発揮

{4)hd体操♂， ':~吋矢.].~.c
吋鳩~J!'.;ぽ体持Jft柑の体操端返し 1固か再

りjTム_1"ヲ抗メ〆トJ樽/¥"c:'s回Y'irJ都設2をの前議に扇谷L

tf. φιでが í，，:連の体操.~計32回行3うた\" o'f号なもる必:t府開

拒否なιど:芳三の回数民欠けるあの畠快会於;ぅ最終回収益

殆/じどのT.Ì'~Y(__::Z Gj~'の一定~音楽主動作Lを結びフけ，で

習得もttli.、た止、i:，¥しとム土町、ぺ、三{，!:"j千日以， l':，¥ 

個々の被験児の初固と最終回の得点の比訟をιた1あの

が第2図である。レコード体操の習得の';(F.弟汚は3段

階広大別さnる.0第 E段階，""1iは実験者の動きを;見ながら

模倣じま体操意士る。第Z段階コ自主音楽と体操の組合せ

;をおぼ走U自発的惇楽、じ為tを体操在t古るが...汝の段階T官

は常用的巳形だけ手足:を動片'f宮よ、うにな1る。1習得へのプ

:賢治<Hま個泊駐車皇部あLり紅初期f~C第:2段階民連 ιたvむのは

後撲は情性Tで動き得点都低下し.i'逆hS得点の土昇Lた

'K.M¥なまは最終回頃tこ漸f第2段階広逮'.l:.;C.y_，'るふ三

二、'4.~ 考)-.察宅、:<::W託，':"';' ":~口 、r工 J、ュ;ι 三、，で

(1)ムープメ γ ト導入によ，，?，rJ.i、子Eもたちが身体巧表現

tるよ走者楽 bみ山;と;O~集団場面:官それが倍加される

主告を観察ιたFみ埼忍べ防車施行時，観察記録のため

No.をつけたラ '/:'/!I"を着用させたが，田を重ねるに

たUミ品定五分γ~ ::?!ト』主/~~，;uト的機制に重点をおたた〆身体

表現活動であり，この点に本質的な違ゃがみられるふコ

t/_;i}C示JPFケ、ァ型話量福祉施緩11品ザ喜子託公〉
-:~' ;'::，:~，(\'コ!:;~!.:_I.:~&--;;日、バ :.(:1~t ':}作色':'~.J ';:"} 

へ¥ピマメントを訟とする表現活動の導A劃件
刊 行 汽K(U'-，之l弘、T-::-5.i戸、:、:_.'j:.~''!;X:宍淀み，'"i'\

の綾定
。:';;_j三河ユーがバ、ニ句 F¥8 (; 

われわれは，今回の表現活動に関する来献の解析占お

よび施設でのムープメ Y ト導入の試行の結果から以施設

における以ーゴメ ;;CB導来的要伶と ιL-で:xっき?の止fjな

設定を行坦たι 社~l'i; ド .i':: 1~ .:三 ι ト ;:-c:~r1(()九千託、氏

t.;nまが'，'>障害幼児の治療教育にお吋るム.22::時羽小導

九の意義を，、施設の指導者会員がj十分に確認じなけれぽ

ならなlv"é.京なわちil:~従来町体脊，書語，ヲ音楽とわ五た

治療教育の視点を脱却、tてr身体運動の促進と必的機能

全般の発達花感情や認識の発達，0創造性串治人関係φ育

成なë，)之の y!(.*.~ 訓究な全面発遣を目芝1:-'::記号Eあ

る。 oCi、，-.}~)- c 一 、守口ユ Ll'tt討，1~l;:;)'γ 。 i;3.j

2-"i名分プヌ引"指導は心す定期間あるbは短期間施行

b史浩効果はのfめなわぷ日常指導の申k;r，m~弘~~â1;rt継

続していくことが必要であるι乞のためはは.J指導者tの

指導技術も重要な条件となるが，プレイ氏S守告訴な:どの

環境整備もまたi品安Cである。九日 :.'; (二号以前:i!~s: ~';::_; 

3以突際の指導に際じfて重要なZとーは日よ押すプ牧民民へ

の動機づけρ方法疋あるい自分り興味や能力に適合b君主

課題の定書， .号11:%は成功感1';充実感を5る主主がてEき

志。 i廷の喜びの体験がiTどtも'f)必を解放LLt 自注的;~，創

造的活動を促進さまま高原動力'となる。!必身の発達四不均

衡は障害児の特徴疋品あ)j._ttそむだけた能力~興味の宿
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